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であるが、概ね傾向は一致することがわかる。もっとも logτ > ～-0.5 の深い層ではやや
定性的な食い違いも見られるが、四十年前の不十分なデータに基づく古典的な手作業測
定でも結構信頼に足る結果を出していたと言ってよかろう。
【参考文献】 “Does the radial-tangential macroturbulence model adequately 
describe the spectral line broadening of solar-type stars?”  
Takeda Y., UeNo S., 2017, PASJ 69, 46 










































 画像回復法の開発も進めている。Phase Diversity 法やバイスペクトル法の使用を前提と
し、必要なデータ取得を行った。現在、計算機コードの開発を進めているところであるが、
シーイング状態の良いデータが不足しており、さらに観測を実施することを計画している。
 これらと平行して、飛騨常設AO装置の性能を検証するための計算機シミュレーションを
実施した。計算機内で地表層と上空層の波面ゆらぎを発生させ、それぞれ風速10, 20m/s
 
8
